
ス
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m

カ
ル
テ

、
回
墾
囿

指
の
第
1
関
節
に
腫
れ
や
痛
み

が
あ
り
、
水
膨
れ
の
よ
う
な
も
の

が
で
き
て
い
る
状
況
か
、
毛
殆

に
生
じ
る
変
形
性
関
節
症
、
糾

ヘ
バ
ー
デ
ン
結
節
が
最
も
考
え
ら

れ
ま
す
。

ヘ
バ
ー
デ
ン
結
節
は
、
手
指
の

第
1
関
節
の
軟
骨
が
す
り
減
り
、

月
旦
指
の
先
端
の
き
の
基
部
霜

獅
側
)
が
痛
側
へ
突
出
す
る
骨

燃
舎
の
郡
が
生
じ
て
い
る

こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
す
。
症
状
と

エ
ッ
ク
ス
線
写
真
で
へ
バ
ー
デ
ン

結
節
は
需
で
き
ま
す
が
、
よ
く

似
た
指
潤
の
痛
み
に
関
節
り
ウ

マ
チ
や
踴
客
に
ょ
る
関
節
炎
が

■

痛
み
強
け
れ
ば
注
射
や
手
術
も

腫
れ
や
痛
み
曲
げ
に
く
さ
が
生

じ
た
も
の
で
、
加
齢
に
ょ
る
症
状

で
す
。
関
節
の
腫
れ
、
屈
曲
変
形
、

背
側
の
突
出
変
形
が
特
徴
で
、
冰

膨
れ
の
よ
う
な
も
の
は
粘
液
翻
恩

と
い
い
ま
す
。

エ
ッ
ク
ス
線
写
真
で
見
る
と
、

関
節
の
隙
間
が
狭
く
な
っ
て
い
る

こ
と
や
関
節
面
の
骨
破
壊
末
節

同
じ
病
雫
す
。

治
疾
で
す
が
、
手
術
を
し
な

い
保
存
的
疾
と
し
て
、
ま
ず
力

仕
事
を
控
え
る
こ
と
に
ょ
る
局
所

の
安
静
と
保
温
が
大
切
で
す
。
テ

ー
ピ
ン
グ
や
消
炎
鎮
痛
剤
の
外
用

剤
も
併
用
さ
れ
ま
す
。
色
爲
の

強
い
痛
み
が
あ
る
場
貪
ス
テ
ロ

あ
り
、
こ
れ
ら
は
全
身
疾
患
な
の

で
見
分
け
も
重
要
で
す
。

ヘ
バ
ー
デ
ン
錦
の
原
因
は
不

明
で
す
。
毛
殆
を
よ
く
使
う
人
に

多
く
、
卯
代
以
降
の
女
性
に
ょ
く

見
ら
れ
る
な
ど
の
特
徴
が
あ
り
ま

す
。
な
お
、
手
指
の
第
2
関
節
の

変
形
性
関
鼎
を
ブ
シ
ャ
ー
ル
結

節
と
呼
ぴ
、
ヘ
バ
ー
デ
ン
結
節
と

場
合
は
手
稽
療
も
考
慮
さ
れ
ま

す
。
症
状
が
長
引
ミ
痛
み
が
強
い

ケ
ー
ス
な
ど
は
、
他
疾
患
と
の
区

別
も
重
要
な
の
で
整
形
外
科
専
門

医
で
の
受
髪
お
勧
め
し
ま
す
。

盆
届
県
整
形
外
科
医
会
広
瀬

哲
司
H
宝
塚
屯
ひ
ろ
せ
整
形
外

科
ク
リ
ニ
ッ
ク
)

イ
ド
剤
の
関
節
内
注
射
も
有
効
で

す
。
粘
液
嚢
腫
も
痛
み
が
強
い
暢

貪
注
射
器
で
液
を
吸
引
す
る
穿

し刺
浪
を
行
い
ま
す
。
針
で
つ
ぶ

す
人
が
よ
く
お
ら
れ
ま
す
駕
染

の
恐
れ
も
あ
り
、
や
め
て
く
だ
さ

保
存
的
治
療
で
痛
み
が
改
善

、
0
し
な
か
っ
た
り
、
変
形
が
強
く
日

星
活
に
支
障
が
あ
っ
た
り
す
る

神戸新聞社 令和7年之月 L e (日)

左人さし指の第1関節に腫れができ、中指

側には水膨れのようなものもできています

小指も少し腫れています。いずれも力を入れ

ると痛みを感じ、腫れのない右手人さし指も

同様です。日常生活に支障はありませノVか
(71歳、女性)治療法を教えてください

朝刊


